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第１期
▼

トイレのトラブル
［11/25終了］

第２期
▼

日常生活の
苦労と楽しみ

第２期に
突入！

資料室ニュース
震災資料のメッセージ

平成30年度 資料室企画展
業界紙・専門誌に見る
プロフェッショナルたちの
阪神・淡路大震災

今年に入って災害続きだったからか、利用者の方から多くの問い合わせをいただきました。その中でも、

このような声がたくさん寄せられました。そこで！！！
各自治会、防災福祉コミュニティなどの活動報告や避難所運営マニュアルを募集します！

活動報告書など、寄贈してもいいという資料があれば、資料室までお問い合わせください！

〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2  人と防災未来センター西館5階
TEL.078-262-5058  FAX.078-262-5062  URL http://www.dri.ne.jp
開室時間／9：30～17：30（展示施設とは時間が異なりますのでご注意ください）
閉室日／毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日の場合は翌平日）
　　　   12月29日から1月3日

資料室は
無料でご利用
いただけます

阪神・淡路大震災記念
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　今年度の震災資料のメッセージは「避難生活・仮ずまいの姿」とい
うテーマで展示を行っています。11月25日までの第1期展示では、避
難所でのトイレのトラブルに注目しました。
　11月下旬からの第2期展示では、仮設住宅での日常生活を考える
企画にします。展示するのは、灘中央地区ボランティアから寄贈を受
けた“肩たたき”と紅白の“ちょうちん”です。
　仮設住宅での仮ずまいは、生活の不便、慣れない人づきあい、先の
見えない復興といった苦労や緊張の連続でした。そのような被災者の
日常生活に寄り添ったモノを紹介します。
　詳しい情報は、チラシにして展示スペースで配架します。

　8月23日から4日間インターンシップとして訪問させていただ
いた高校生です。
　資料室では、図書を保護するブッカー貼りや、資料の整理など
様々なことを体験させていただきました。
　25日には、謎解き！ひとぼうツアーが開催されて、私も撮影係
として同行しました。ツアーでは普段入ることのできない収蔵庫
の中で、リフトに乗ったり、資料を間近で見たりすることができる
ので、見ている私にとっても貴重な体験となりました。
　ここで経験したたくさんのことを、今後ほかの場所でも生かし
ていきたいと思います。
　とても充実した4日間でした。ありがとうございました。

　8月28日から6日間、インターンシップ実習生として仕事のお
手伝いをさせていただきました♪
　期間中は夏休み最終週ということもあり、たくさんの子どもた
ちが遊びに来てくれました。資料室では防災ゲーム「なまずの学
校」が体験でき、みんな真剣に災害時の行動について考えてい
ました。子どもたちの熱心な様子はほほえましかったです。
　資料室の大事な仕事である資料の整理・登録もほんの一部で
すが行いました。収蔵庫を案内してもらう中で、寄贈された方の
思い出話も聞くことができました。
　今回のインターンシップで資料室職員の方々の努力をうかが
い知り、膨大な資料を守り後世に情報を伝えていくことの大変
さが身に染みてわかりました。

　私たちの日々の生活は、各業界に従事するプロフェッショナルたちに支えられています。
彼らは独自の技術や視点を持ち、それらを駆使して業務を行っています。災害からの復旧・
復興過程では、プロフェッショナルたちの普段の専門性が生きてきます。
　この企画展では、阪神・淡路大震災における彼らの活躍を、業界紙・専門誌の記事から
見ていきます。
【紹介予定】 ●月刊タイル ●週刊眼鏡（がんきょう）新聞 ●鉄道ジャーナル ●月刊廃棄物 など

「日常生活の苦労と楽しみ」
11月27日（火）～2019年5月26日（日） 

ちょうちん
資料番号/0000250-005225

肩たたき
資料番号/0000250-010018

震災時に使用した
ポータブル便器
資料番号/
3400267-001008

震災資料をお持ちの方に

インターンシップ
I n te rnsh ip

資料室では、
高校・大学・短大・専門学校などからの

インターンシップを
積極的に受け入れています。
受入日程、日数、内容など

お気軽にお問い合わせください。

資料室では、今年度、神戸大学附属中等教育学校と、明石工業高等専門学校からインターンシップを受け入れました。
今回インターンシップに参加したみなさんの中から、お2人の感想をご紹介します。

人と防災未来センターでは、現在も震災資料の収集を続けています。「こんなものでいいんかな？」と、おっしゃる方もなかにはいらっしゃ
います。寄贈できるか分からないとお考えの方や、震災後、すぐには手放せなかったものの、震災の出来事を伝えるために活用したいと
お考えの方など、悩んだ際には、ぜひ一度、資料室までご相談ください。

「避難生活・仮ずまいの姿」

12月18日（火）～2019年3月3日（日）（予定）

第２期

他の防災福祉コミュニティではどのような活動をしているのか？

災害時にどう動けばいいのか？ マニュアルのようなものはないのか？



新着資料
紹介

貸出資料
展示中！

HITOBOU
SUMMER EVENT

　８月は、毎週木・金曜日に「なま
ずの学校」という防災ゲームを
体験することができました！
　親子で一緒に遊びながら、防
災について学んだり考えたりで
きるので、毎年大人気のゲーム
です。
　興味のある方は、ぜひ、また参
加してくださいね♪

　大阪府堺市で中学校の教員をされてい
た隅野恒司さんから、中学校演劇部で使
われていた脚本を3点寄贈していただき
ました。
　隅野さんは演劇部の顧問をされていま
した。大阪に住む教員として、震災を伝え
るためにできることは何かと考え、府下の
中学校演劇部が参加する演劇祭で、震災
に関する劇を上演することにしたそうで
す。1998年秋の第一作を皮切りに、2016
年まで3作品を繰り返し上演されました。
　定年退職を迎え、手元で死蔵するよりは
と、寄贈していただけることになりました。
　「将来、演じてみようとする中学生が出
てきてくれれば、幸甚です」とのお便りも
一緒にいただいています。
　ご関心のある方は、是非閲覧・活用して
ください。
■資料番号：
0000513-001001～001004

夏休み防災未来学校2018

防災ゲーム
本気あそび２０１８

「演劇の脚本」

　８月25日は、謎とき！ひとぼう
ツアー2018を行い、暑い中、た
くさんの方々が参加してくれま
した。夏休み中なので、小学生の
参加が多かったです！
　人防や地震に関するクイズ
コーナーがあったり、普段は見る
ことのできない資料のお部屋も
見学してもらいました。

　六本木ヒルズにある森
美術館で開催中の展覧会
「カタストロフと美術のち
から展」に、センター所蔵の
ポスター4枚を貸し出して
います。期間は2019年1月
20日まで。お近くへお越し
の際は是非ご覧ください。

謎解き！
ひとぼうツアー
２０１８

夏休み期間中、センター内で楽しいイベントを開催しました。
皆さん、真剣に話を聞いてくれてとても嬉しかったです！！

震災資料のエピソードなども、うなずきながら聞いて下さいました。
これをきっかけにして、少しでも、震災資料に興味を持ってもらえると嬉しいです♪

今年度に入って、
新たな資料の

寄贈がありました。
その一部を
紹介します。

普段は見れない
収蔵庫の見学も行いました。
リフトへ上がるのが
子どもたちに大人気♪

人防に関する
クイズを出しました！

朱鮮
資料番号/78-001004

Heart of flower
資料番号/78-001004

樹の聲人の聲 ’92-A
資料番号/78-001004

ころがるさくら・ふくらむさくら
資料番号/78-001004

●元中学校教員　隅野恒司さん

　寄贈して下さった大森さんは、震災当
時、尼崎市の関西労災病院で看護部長を
務めていた方です。同病院は、全国の労災
病院からの医療支援活動の受け入れ拠点
になったそうです。
　寄贈していただいた81枚の写真は、医
療支援活動の様子や、震災直後の神戸市
や西宮市の様子がわかるものです。
　寄贈時には、大半のものが撮影場所が
分からない状態でした。そこで資料室で
は、周りの風景や看板を手がかりにして、
当時の住宅地図を使い、関係者に問い合
わせをしながら、多くの撮影場所を特定す
ることに成功しました。
■資料番号：
0000517-001001～001002

「医療救援と被災した建物の写真」
●元看護師　大森綏子さん

「炊き出しの大釜」
●元衆議院議員　宮本一三さん

The Great Hanshin-Awaji Earthquake Memorial
Disaster Reduction and Human Renovation Institution

DRI

　宮本一三さんは、兵庫県三原郡西淡
町（現在の南あわじ市）の出身の元衆
議院議員です。2016年8月17日に腎
不全のため84歳で亡くなられました。
　宮本さんは既に亡くなられているた
め、宮本一三事務所の方から連絡をい
ただき、今年7月26日に資料専門員２
名で南あわじ市に行き、事務所の方立
ち合いのもと、寄贈資料を搬出・搬入
する運びとなりました。
阪神・淡路大震災当時に炊き出しに
使用された大釜です。
■資料番号：
0000515-001001
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